
「市民バスのある風景」
フォトコンテスト
　写真を始めて２年になりま

す。まだまだ自信はないですが、

初めて応募したコンテストで、

プロの写真家に認めていただ

き、これからも続けていこうと

いう気持ちになりました。この

写真は、普段の散歩コースであ

る、南方千本桜周辺の風景です。

車やバイクを入れた写真を撮影

していたところ、偶然バスが通

り撮影。その後、今回のコンテス

トのことを知り、縁を感じて応

募しました。子どもの頃はミヤ

コーバスに乗って通学していた

ので、バスを見ると懐かしさが

あります。最近、バスの利用率が

下がっていると聞いたので、こ

の写真を見て、「バスに乗ってみ

ようかな」と感じる人が増えて

くれたらうれしいです。

　今回の応募作品は、登米市の

魅力を五感で感じながら撮った

と想像する作品ばかりでした。

技術もさることながら、特に印

象的だったのは、愛をもって「こ

こを見て！」という思いが感じ

られる作品が多く、尊い景色を

見ることができました。

　市民バスは暮らしに近い交通

機関ということもあり、当たり

前の日常の安心感や昔を思い出

すような懐かしい風景を見て、

撮影した人からも作品を見た人

からも、「改めて登米市の美し

さ、素晴らしさに気付いた」とい

う声が聞こえました。

　この写真たちを通じて、登米

市の魅力が広く発信され、人と

人との交流が生まれ続ける未来

に期待します。
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日常の中で出会う登米市の魅力 暮らしのそばに思い出のバス
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